
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模原市の国⺠年⾦業務は、市役所本庁18⼈（国保年⾦課⻑１⼈、年⾦係⻑１⼈、正規担当職員6⼈、
再任⽤職員1⼈、会計年度短時間勤務職員9⼈）、区役所・まちづくりセンター・出張所195⼈の職員
で⾏っている。この度、「令和４年度市区町村国⺠年⾦事業功績厚⽣労働⼤⾂表彰」を受けた。表彰
となった取組みは主に３つ。そのなかでも、市役所・区役所だけではなく、まちづくりセンターや出
張所でも年⾦の申請や相談の受付を⾏い、保険料の納付率向上に貢献した功績は⼤きい。また、⽇本
年⾦機構のウインドマシンの貸与を受け、相談窓⼝を増設したこと、「ねんきんネット」についてチ
ラシや相模原市のホームページで周知を図ったことも表彰の対象となった。こうした取組みや⽇頃の
業務について、相模原市健康福祉局⽣活福祉部国保年⾦課の善⽅祥代総括副主幹（年⾦班担当）と渡
邉美帆主査に話を聞いた。 
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神奈川県相模原市 健康福祉局生活福祉部国保年金課 

市役所・区役所だけではなく、 

まちづくりセンターや出張所でも申請や相談を受け、 

国民年金保険料納付率が大きくアップ 

ねんきん最前線 

市区町村 VOICE 

相模原市のマスコットキャラク

ター『さがみん』 

相模原市役所本庁舎 



 

「相模原市ってどんなところ？」 

相模原市は、神奈川県北部に位置し、戦後に誕生した都市としては初め

ての政令指定都市です。市内には合わせて6つの鉄道路線が通っている

ほか、令和９年の開業に向けてリニア中央新幹線の整備が進められてい

ます。また、圏央道相模原ICと相模原愛川ICが相次いで開業するなど、

交通ネットワークの充実により、首都圏南西部の広域交流拠点都市として

更なる発展が期待されています。 

相模原市は3つの区から成り立ちます。県民の水がめの役割を果たす

相模湖等の５つの湖や陣馬山等豊かな自然と都市としての顔をもつまち

緑区、主要な官庁が立ち並ぶ行政のまち中央区、ショッピングモールや公

園が多く市を代表する商業施設・文化文教施設のあるまち南区の3区が

独自の発展を遂げています。 

また、相模原市は、片山右京さん（元F1ドライバー）や冨永愛さん（モデル）など多くの著名人を輩出している

ことでも知られています。 

 東京都心まで１時間という交通アクセスの利便性を生かし、都市と自然がベストミックスしたまちとして、更な

る発展が期待されています。 

 

●⼈ ⼝  合計726,025⼈（令和４年１⽉１⽇現在） 

  うち、20〜59歳は366,402⼈、65歳以上は185,773⼈ 

●国⺠年⾦第１号被保険者数 合計 89,852⼈ うち、任意加⼊被保険者1,113⼈ 

●国⺠年⾦保険料免除者数 合計 39,360⼈ うち、法定免除9,188⼈、申請免除15,154⼈（全額免除13,121⼈、 
 ⼀部免除2,033⼈）、納付猶予4,345⼈、学⽣納付特例10,673⼈   

●国⺠年⾦受給者数 ⽼齢基礎年⾦ 178,809⼈（うち、基礎年⾦のみの⼈177,147⼈） 
 障害基礎年⾦    11,480⼈ 
 遺族基礎年⾦   1,136⼈ 

            ＊令和４年3⽉31⽇現在 
 

 

まちづくりセンターと出張所が市民の年金を支え、 

保険料納付率のアップにつながる 
 

――この度、「令和４年度市区町村国民年金事業功績厚生労働大臣表彰」の受賞、おめでとうございます。どのような取組み

が評価されたのでしょうか。 

善⽅総括副主幹 相模原市は緑区に6カ所、中央区に4カ所、南区に7カ所のまちづくりセンターがあります。緑区には

さらに4カ所の出張所があります（表1）。橋本・中央6地区・大野南まちづくりセンターを除いて、それぞれで年金の申請

や相談を受け付けています。市民の方が市役所や区役所まで来庁されなくても、身近な場所で申請や相談を行うことが

できます。 

 このことが功を奏し、保険料の納付率を向上することができました。2020年6月現在で令和2年度現年度納付率

70.1％、前年度同期比較4.1％増となり、伸び率は政令指定都市中1位を記録しました。また、免除率も大きく向上して

います。 
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＜表1＞ 相模原市のまちづくりセンターと出張所 

区 まちづくりセンター 出張所 

緑区 

橋本まちづくりセンター 

大沢まちづくりセンター 

城山まちづくりセンター 

津久井まちづくりセンター 

相模湖まちづくりセンター 

藤野まちづくりセンター 

           計６カ所

串川出張所 

鳥屋出張所 

青野原出張所 

青根出張所 

           計４カ所

中央区 

中央6地区まちづくりセンター 

大野北まちづくりセンター 

田名まちづくりセンター 

上溝まちづくりセンター 

           計４カ所

― 

南区 

大野南まちづくりセンター 

大野中まちづくりセンター 

麻溝まちづくりセンター 

新磯まちづくりセンター 

相模台まちづくりセンター 

相武台まちづくりセンター 

東林まちづくりセンター 

           計７カ所

― 

渡邉主査 年金相談の内容は、給付についての相談が多いのですが、加えて障害年金に関する相談も多くなっていま

す。相模原市では、まちづくりセンターや出張所での対応に向けて、会計年度任用短時間勤務職員である国民年金推進

相談員を増やしました。相談には全市で、15名の年金相談員があたっています。また、日本年金機構からウインドマシン

をお借りして、個人の年金情報を照会できる相談窓口を増設できたことも、国民年金の加入や保険料の相談など、きめ

細かい対応の強化につながりました。 

――年金事務所との連携はいかがですか？ 

善⽅総括副主幹 年金事務所とは連携を密にとっています。月に１回程度は年金事務所と打合せを行い、相談に乗って

いただいていますし、こちらから電話をして些細なことでも質問させていただいています。また、年金事務所から、相模原

市の納付率について情報提供があります。年金事務所では「無年金者をつくらない」をモットーにしていますので、相模

原市でも同じ目標のもと納付率の向上に貢献したいと考えています。 

神奈川県の他の市との情報も共有しています。神奈川県17市で連絡協議会が定期的に開催されており、今年の10月

には、オンラインで、障害年金について研修会が行われました。 

   

相談業務について実地研修を行い相談のスキルを向上 

 

――相談業務について、相談員の人数を増やす以外に何か対応していることはありますか？ 

渡邉主査 今年から、年金相談員と一緒に経験の浅い職員が、相談ブースに入って相談を受ける実地研修を始めまし

た。窓口で実際に相談業務を体験できることで、職員の対応能力を上げることができました。 
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市民からの問い合わせや御意見は必ず記録に残して情報を共有 

 

――市民の方への対応で何か工夫していることはありますか？ 

善⽅総括副主幹 市民の方からいただいた問い合わせや御意見は必ず記録を残しています。この記録を、他の職員や

年金事務所と情報を共有しています。また、市民の問い合わせに対してどんな回答をしたか、年金相談員全員とも共有

するようにしています。 

渡邉主査 職員が市民に制度の説明をするときには、独自に作成した「国民年金は世代間のたすけあい」というチラシ

を使っています（図1）。保険料の納付や免除について、国民年金の給付について老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基

礎年金だけではなく、寡婦年金や死亡一時金、外国人脱退一時金についても簡単に説明しています。このチラシで国民

年金の制度を説明しながら、保険料を納めることの大切さを理解していただいています。未納がある方には、その方の

状況も把握したうえで保険料を納めていただくように案内するなど、丁寧な対応を心掛けています。 

 また、「ねんきんネット」の利便性を知っていただき活用していただくためのチラシを窓口で配布するほか、相模原市の

ホームページでも紹介しています。 

 

 これまでの職員の取組みの積み重ねを大切にしたい 
 

――ところで、いまこんなことに苦労されているということはありますか？ 

善⽅総括副主幹 やはり職員の異動があるということですね。職員が異動しても業務に支障がないように、引継ぎには

漏れがないよう気を配っています。そのために事務マニュアルを作成し、市役所の担当職員全員で共有するようにして

います。 

――今後の年金業務について、どのような抱負をお持ちでしょうか？  

善⽅総括副主幹 この度、厚生労働省大臣表彰を受けることができたのも、これまでの職員の取組みの蓄積だと考えて

いますので、その積み重ねは大切にしたいと思います。 

渡邉主査 最近は日本人だけでなく、留学生などの外国人も増えてきましたので、そういった方にもきめ細かい対応を

していきたいと思います。 

――本日は、どうもありがとうございました。 
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＜図1＞ 「国民年金は世代間のたすけあい」 
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